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「ベルンライター文書」をめぐる序論的考察
三　宅　正　樹
第1章ベルンライターと「ベルンライター文書」をめぐって
　オーストリア・ハンガリー二重王国は，現在のブルゲンラント州のなかを
流れるライタ（Leitha）河を境界線として，オーストリア（チスライタニ
エン＝ライタ河の此方すなわちライタ河以西）（Zisleithannien）とハンガ
リー（トランスライタニエン＝ライタ河の彼方すなわちライタ河以東）
（Transleithannien）とに分けられていた。そのうちの，ウィーンを首都と
するオーストリアのなかで，政治家として活躍し，その広い交友関係を通じ
てオーストリアの政治に影響力を及ぼすと同時に，1889年にその英訳がロ
ンドンで出版された，英国の労働者の組織にっいての研究を始めとする著述
活動によっても知られていたのが，ヨーゼフ・マリア・ベルンライター
（Joseph　Maria　Baernreither）（1845－1925年）である。彼の生涯は，ひと
りの知識人が，二重王国とオーストリアとの現実とのかかわりのなかで，こ
の両者の衰退を食い止めようとして苦闘した，その苦闘の軌跡であったとい
えよう。そして，彼の死後，彼の所蔵していた公的ならびに私的な文書は，
すべて，ウィーンの「ハウス・ホーフ・ウント・シュターッアルヒーブ」
（Haus－，　Hof－und　Staatsarchiv）（ウィーン文書館）に寄贈されて，今も完
全な形で保管されている。そこで，第二次世界大戦の戦火のなかでも焼失を
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免れたこの膨大な「ベルンライター文書」（NachlaB　Baernreither）全47
函（カルトン）他は，たそがれゆく二重王国とオーストリアとの内実を知る
ためのすぐれた手がかりを提供するものとなっている。
　ベルンライターは，1845年に現在のチェコ共和国の首都で，当時は二重
王国へと転換を遂げる以前のオーストリアの一都市であったプラーク（プラ
ハ）に生まれた。プラーク大学に学んで法学博士号を得た彼は，初めにベー
メンの地方議会議員を長くっとめ，憲法に忠誠を誓うドイッ人大土地所有者
の立場を代弁していた。やがて，ウィーンに移って，1907年以来，オース
トリア上院に議席を有し，同年，トゥーン首相のひきいる内閣に，商務相と
して入閣した。第一次世界大戦中には，クラム・マルチニック内閣の無任所
相を1916年12月20日から1917年3月23日までの，オーストリアにとっ
ての運命的な時期に経験した。彼は，オーストリア・ハンガリー二重王国の
政治にとって大きな意味をもっていた，オーストリア・ハンガリー代議員会
委員（Mitglied　der　6sterreichisch－ungarischen　Delegationen）をもっと
めた。
　けれども，二重王国の衰退から崩壊に至る時期の歴史にとってのベルンラ
イターの政治活動の重要性は，このような閣僚としての経歴よりも，むしろ，
彼の私人としての，例えば政治的に志向を同じくする人々への，彼の，倦む
ことを知らぬ働き掛けのなか等に見いだされる。彼はまた，政界の要人たち
との交友関係を通じて同時代の政治の情報に精通していた。これらの情報は
ほとんどすべて，「ベルンライター文書」のなかに残されているといってよ
いであろう。彼の政治的関心は，就中，二重王国にとって死活の問題であっ
た民族問題に向けられていた。とりわけ，二重王国内部のドイッ民族と，ポー
ランド民族，南スラブ諸民族，チェコ民族，マジャール民族との関係を，ど
のようなものにすればよいのかが，彼にとっての大きな関心事であった。ま
た，第一次世界大戦中には，ドイツ帝国と二重王国との経済的協力関係をど
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のような形のものにすべきか，そしてこれらの諸民族をいかに統合すべきか
が，彼の主要な関心の焦点となった。それは，いわゆる「中欧」（中央ヨー
ロッパ，ミッテルオイローパ）（Mitteleuropa）計画の構想をめぐる問題で
あった（1）。
　オーストリア上院では，ベルンライターは，立憲党（Verfassungspartei）
に所属していたが，同党所属の議員として，侯爵マクシミリアン・エゴン・
ツー。フユルステンベルク　（Maximilian　Egon　FUrst　zu　FUrstenberg），
グスタフ・マルシェ（Gustav　Marchet），男爵エルンスト・フォン・プレー
ナー（Ernst　von　Plener），のちに世界大戦初頭の時期のオーストリア首相
となるが1916年10月に暗殺される伯爵カール・シュトユルク（Karl　Graf
StUrgkh）らの名が見いだされる。これらの議員のうちで，とくにフユル
ステンベルクとマルシェの両名は，「中欧」計画の構想をめぐって，ベルン
ライターがしきりに意見を交換した人物であり，「ベルンライター文書」の
うちの「中欧」計画に関する部分のなかにしばしば登場している（2）。
　ベルンライターの人物像にっいて，ハプスブルク帝国の研究によって知ら
れるロバート・A．カンは，次のように述べている。　　　　　　　r
　「ベルンライターは，政治的には，高い文化的レベルを備えた，そして，
穏健ではあるが，しかしながら，まったくはっきりした，ドイッ人としての
意識で貫かれた偏見をもたない保守派　と形容されうる。」（3）
　本稿に続く今後の叙述のなかでは，特に第一次世界大戦中のベルンライター
の政治活動に焦点を当ててゆきたい。その核を形成するのは，1914年から
1915年にかけての，「中欧」計画の構想をめぐる，彼の政治活動である。こ
の主題を論ずるための根本史料として，上述の「ベルンライター文書」を活
用する。同文書は，彼の遺言によってウィーン文書館に寄贈され，貴重な史
料となっている④。
　「ベルンライター文書」全体の中で，これまでに刊行されたのは，彼の日
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記の一部であり，次の3点がそれに当たる。
　（1）『政治的日記の断片：世界大戦以前の南スラブ問題とオーストリア・
　　ハンガリー』（Fragmente　eines　Politischen　Tαgebuches」Die　sabdsla一
　　ωische　Frage　und　Osterreich－Ungarフz，　herausgegeben　und　eingeleitet
　　von　Joseph　Redlich，　Berlin　l928．）
　（2）『ローマ日言己』（Rb’misches　Tagebuch，　herausgegeben　von　Joseph
　　Redlich，　Berlin　1929．）
　（3）『ハプスブルク帝国の崩壊とドイッ人：政治的日記の断片1897－1917
　　年』（Der　Verfall　des　llabsburgerreiches　und　die　Deutschen：　Frαgmente
　　eines　politischen　Tagebuches　1897－191　Z　Herausgegeben　von　Oskar
　　Mitis，　Wien　1939．）
　これらの刊行された日記のうち，（1）は，世界大戦勃発直前までの時期にか
かわり，1914年6月4日が最後の日付けとなっている。（2）は，1925年2月
半ばから4月半ばまでの，彼の生涯最後のローマ旅行の印象や体験を記した
ものである。（3）は，第一次世界大戦前及び大戦中の彼の考え方や活動を知る
ための重要な史料である。また，ここには，付属（Beilage）として，若干
の文書が収録されているが，そのうち，第一次世界大戦にかかわるのは，以
下の6点である。
　（1）付属文書第5，政治情勢に関する対話，1916年10月。
　（2）付属文書第6，ブリアン（Burian）との対話，1916年11月8日。
　（3）付属文書第7，クライン（Klein）との対話，1916年12月8日。
　（4）付属文書第8，ブリアンとの対話，1916年12月12日。
　（5）付属文書第9，シュメラル博士（Dr．　Smeral）との対話，1917年3月。
　㈲　付属文書第10，チェルニン伯爵出席のもとにアンドラシー伯爵とカ
　　ロルイ伯爵を一方とし，ベルンライター博士とウルバン博士を他方とし
　　て，1917年5月26日に行なわれた対話の内容⑤。
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　しかし，これらの公刊日記は，彼の日記そのものをそのまま収録したもの
ではなく，彼が，自分の日記から一部を抜き出して構成したものにもとつい
ているので，日記そのものの中にはさんで保存しておいた，以下のような重
要文書は収録されていない。カンもまた，これらの公刊日記には，落ちてい
る部分が多いことを指摘している（6）。これらの公刊日記に収録されなかった
重要な文書として，次の十一の文書を挙げることが出来る。
　（1）ベルンライター文書，カルトン6：日記第14巻，81－83頁。1915年3
　　月29日付けの，ステレーヌイ（Szter6nyi）からの，ハンガリーの前次
　　官ミクロス（Miklos）のイタリア国王への拝謁に関する書簡。
　（2）日記第15巻，2－11頁。1915年5月10日付けの，「中欧」問題に関す
　　る，ロブコヴィッツ宛てのベルンライターの書簡。
　（3）日記第15巻，11－15頁。1915年5月10日付けの，同一主題に関する，
　　ヴェケルレ宛てのベルンライターの書簡。
　（4）日記第15巻，73－80頁。1915年11月20日付けの，ベルンライター
　　のベルリン旅行に関する，フユルステンベルク宛てのベルンライターの
　　書簡。
　（5）ベルンライター文書，カルトン7：日記第17巻，15－17頁。下院の政
　　府内での代表に関してのベルンライター文書の覚書。
　（6）日記第17巻，57－62頁。1917年8月27日付けの，ドイツの国内情勢
　　に関する，チェルニン宛てのベルンライターの書簡。
　（7）日記第17巻，63－73頁。1917年8月30日付けの，ウルバン宛てのベ
　　ルンライターの書簡。
　（8）日記第17巻，111－113頁。1918年1月14日付けの，社会省成立史に
　　関する，ノスティッツ・ヴァールヴィッツ（Nostitz－Wallwitz）宛て
　　のベルンライターの書簡。
　（9）日記第17巻，123－127頁。1918年1月20日の，首相ザイドラー博士
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　　（Dr．　Seidler）のもとでの内密の話し合い。出席者：ヴォルフ（Wolf），
　　バッハー（Pacher），パンッ（Pantz），ヴァルトナー（Waldner），ジ
　　ルヴェスター（Sylvester），ウルバン（Urban），ジルヴァ・タロウカ
　　（Sylva－Tarouca）。
　（10）日記第18巻，付属文書：1918年1月14日ならびにそれ以後の，陸
　　軍問題に関する話し合いにおけるベルンライターの投票。
　（ID　日記第18巻，付属文書：1918年10月2日の，ブリアン外相との会
　　談に関する報告。ここでは，戦況一般と講和交渉の可能性について議論
　　が行なわれた（7）。
　なお，ベルンライターに関しては，日記の一部が公刊されたばかりでなく，
彼が試みたイギリス視察旅行の成果が，『イギリスの労働者の諸組織』とし
て英訳されて1889年に刊行され，そのリプリント版が，1966年に刊行され
ていることを付け加えておきたい。全473頁の大著である。この大著には，
イギリスの友愛組合総書記リュドローの好意的な序文が付けられている。著
者のベルンライター自身の序文によれば，彼は，イングランド北部の工業都
市として，マンチェスター，ブラッドフォード，リーズ，シェッフィール
ド，ならびにニューカースル；アポン＝タインへの訪問と長期滞在をくりか
えし，ミッドランズやイングランド南部では，バーミンガム，ブリストル，
カーディフで知識を収集している。スコットランドではグラスゴーやラナー
クシャー，さらにクライド河畔の造船業の中心部にまで，彼の足跡は及んだ。
アイルランドでも情報の収集にっとめたが，アイルランドの政治と宗教問題
によって同地の労働者問題はきわめて複雑なものとなっているので，考察を
イングランドとスコットランドに限定する，と彼は述べている。そして，彼
は，これまでにドイッ語で書かれたイギリスの労働者問題にっいての記述と
して，ドイッの経済学者ルーヨ・ブレンターノの著作が傑出しているが，
1870年代初頭にこの著作が刊行されたあとでの，イギリスでの法制，自治
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と自助の努力による成果は著しいものがあるとして，それ以後の時期までを
扱ったみずからの記述にっいての，ひそやかな自負を示している（8）。
　ベルンライターの，ある対象についての分析と記述は，何よりもまず現地
におもむいて関係者とのインタビューを重ね，あわせて文献を精査するとい
うものである。イギリスの労働者問題にっいての研究のなかで適用されたこ
の方法は，南スラブ問題にっいても，さらには「中欧」問題や，それと密接
に関連するポーランド問題に対しても同じように適用されている。
第2章　1892年のボスニア旅行の印象記
　『政治的日記の断片：世界大戦以前の南スラブ問題とオーストリア・ハン
ガリー』のなかには，ベルンライターが，南スラブ問題についての情報をみ
ずからの足で集めることをめざして試みた，のちにセルポ・クロアト・スロ
ベーン（1929年に国名をユーゴスラビアと変更）としてオーストリア・ハ
ンガリーから独立するにいたる，南スラブ地方への旅行の記録が収録されて
いる。オーストリア・ハンガリーの支配下でのこの地域の姿を今に伝える記
録としても重要であり，興味深いものがある。そのなかのごく一部を，試み
に邦訳して掲げておきたい。
　以下の史料は，この著書の第1部「南スラブ政策」の第1章「王国の南部
への旅」の第2節「1892年10月の，私のボスニアへの最初の旅」である。
　「1892年10月のブダペストでの，（オーストリア・ハンガリー）代議員会
開催期間のあいだに，私はカーライ（Kallay）に，協議の合間に生じた休
みに，ボスニアとヘルツェゴビナへの遠出を試みたい，という希望を申し出
た。数名の同僚がこれに加わることになった。それは，カトライン博士
（Theodor　Freiherr　von　Kathrein），モーロ（Leopold　Ritter　von　Moro）
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とカミルロ・シュタルヘンベルク（Camillo　FUrst　Starhemberg）夫妻であっ
た。カーライは，好意的に，我々のために必要な指示をしておいてくれた。
ボスニッシ＝・ブロード（Bosnisch－Brod）で州政府の政府顧問官　ミクリ
（Jakob　Ritter　von　Mikuli）が我々を待ち受けていた。我々は，深夜にサラ
エボ行きの狭軌の列車に乗り込んだ。明け方には，我々はデルベントに着い
た。この地方を最初見た印象は良いものではなかった。列車の軌道がそのな
かへ入って行くボスナ渓谷は，実り豊かでもなければ良く耕されている訳で
もなかった。小都市と農村が，離れ離れになって続いていた。っらなる丘は
灌木の森で覆われていた。日が暮れた後で，我々はサラエボに着いた。翌朝，
驚くべきことを体験する。
　サラエボは，魅力的な景観を提供する。それは，ヨーロッパでもっとも美
しい都市の風景のひとっである。大きな盆地の真ん中にあり，つらなって聲
える山々にかこまれている。それらのっらなる山々は，下のほうは森に，は
るか上のほうは牧場に覆われている。小さな川がこの都市を二っの部分に分
けている。いたるところで，ヨーロッパ風の建物と新しい道路を備えた新し
いサラエボが，古い東洋風の街の雑然としたなかへ食い込んでいる。けれど
もまだ，街の高地にある部分はすべて，手が付けられないままに残されてい
る。そこでは，素晴らしい樹木の茂るなかに，イスラム教徒の家が輝き出て
いる。ミナレット（尖塔）を備えたモスクは，街全体に配置されていて，街
の特徴的な装飾をかたち作っている。当然のことながら，外からの来訪者に
とって見るに値するもの全てが我々に示された。我々に示されたのは，本当
にうっとりする程見事な城壁からの眺め，大きなモスク，バザール，新しい
政府の建物，煙草工場と地域の工事場であった。後の二っは，カーライの特
別の誇りとするところである。彼は，これらのものによって，古い土着のは
た織り業と金属細工とを維持し，発展させ，採算の合うように活用しようと
している。サラエボ近くの温泉場イリッジェをも，また，壮麗な樹木にかこ
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まれたボスナの水源をも，我々は訪れた。我々は，富裕なべク（Beg，トル
コの高官の称号，トルコ語ではベイbey）のひとりを，彼の別荘に訪問した。
すべては，まったく東洋風であった。彼は，我々を，位の高いイスラム教徒
に特有の，あのまじめさと荘重さとで接待した。我々は，彼と一緒に紙巻き
煙草をふかし，コーヒーを飲み，菓子を味わわなければならなかった。けれ
ども，我々のなかの誰も，セルポ・クロアチア語を話したり理解したりする
ことは出来なかったので，政府の通訳を介した会話は，いささか堅苦しいも
のとなった。司令官のアッペル（Appel）将軍も極めて客あしらいが良く，
我々に荘重な晩餐を提供した。そこには，三宗派全部の有力者たちが招待さ
れていた。
　しかし，私は直ぐに，公式の案内から抜け出して，高級官僚と接触するよ
うになった。これらの指導的な人々を選び出すことにかけては，カーライの
やりかたは，極めて巧みであった。私は，何人かの卓越した官吏と知り合い
になった。クチェラ男爵（Baron　Kutschera）は，司令官の文民の補佐官で
ある。外交官のキャリアの出身で，この地方のあらゆる事柄に極めて精通し
ており，カーライの支配的な意志の巧みな執行者である。州政府の行政長官
（der　administrative　Direktor　der　Landesregierung）のヴィルヘルム・フォ
ン・ザゥァーヴァルト（Wilhelm　von　Sauerwald）は，出自からすればド
イッ人だが，スラブ的な南ハンガリーで生まれ，参謀本部から派遣されてい
る。司法長官（Justizdirektor）のエドユアルト・アイヒラー（Eduard
Eichler）は，エーガー（Eger）で生まれ，人間としても法律家としても同
じように卓越した人物である。彼を補佐しているのは，上級地方裁判所長
（Oberlandesgerichtsprasident）のフォン・ショイアー（von　Scheuer），
財政長官（Finazdirektor）としての参事官（Ministerialrat）のシュミット
マイヤー（Franz　Schmidmayer）と建設長官（Baudirektor）のジックス
（Six）であった。これらの人々はすべて，良きオーストリアの官吏の伝統の
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なかで育ち，教養からいえばドイッ風であるが，この地方の言語を完全に習
得しており，この地方に不滅の貢献をしている。これらの人々との会話を通
じて，私は，カーライがこの地方に打ち建てた行政と司法とを理解するよう
になった。占領以前には，ボスニアは，トルコ領の他のバルカンの諸地域と
同じ状態にあった。もっとも，ひょっとすると他のバルカンの諸地域よりも，
もっと反抗的であったかも知れない。というのは，ボスニアのべクたちは，
昔から言うことをきかずに御し難い要因であったし，無秩序と，恣意と，ラー
ヤー（Rajah，オスマン帝国のなかのキリスト教を信奉するトルコ人，トル
コ語ではレアヤーreaya，英語ではraya）に対する抑圧のたえざる原因で
あったからである。今は，人身と財産の完全な安全，徹底してヨーロッパ的
な様式で貫かれた行政と司法が支配している。そして，官吏たちは，仕事へ
の確信をもって義務を遂行している。カーライは，すべてを，彼の意向で統
一している。私は，短いサラエボ滞在だけでは状況へのより深い洞察に到達
することは出来なかった。ずっと後になって初めて，当時ここでは，どれ程
計画的に，そして首尾一貫したかたちで，統治が行なわれていたかが，私に
明らかになったのである。
　私たちは，サラエボに別れを告げてヘルッェゴビナの首府モスタルへ向かっ
た。狭軌の鉄道は，ブロード・サラエボの本線の延長であり，かなり高い，
森に覆われた山の鞍部であるイヴァンを越えて隣のヘルツェゴビナに入る。
この区間はきわめて興味深い区間である。最初は森に覆われた山の斜面を登っ
てゆき，峠を越えると，ナレンタ（Narenta，ネレトバNeretva）の谷へと
下ってゆく。風景の性格は急に変わる。ボスニアの樹の茂った谷を出て，石
の多い土地に入るが，この土地は先へゆくほど樹が少なくなる。大ていはボ
スニアの定住地に特色を与えている白い壁よりも高い，・背の高い灰色のこけ
らぶきの屋根にかわって，ヘルツェゴビナの平らな石の屋根が現われる。
　モスタルはナレンタ川の両岸にひろがった谷間の盆地にあり，両岸はこの
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都市の象徴であり飾りである，有名なアーチ状の橋によって，おたがいに結
ばれている。カーライは，占領した諸地方に若千の非常に良い政府管轄のホ
テルを建てた。モスタルでも同様で，従って我々の宿泊は快適であった。カー
ライは，総じて，観光を大いに重視している。彼は，このことによって，こ
の地方でのオーストリア・ハンガリー王国の文化事業に対して，ヨーロッパ
の関心を呼び起こそうとしている。『パリでボスニアが話題になるならば，
ウィーンでもボスニアが話題になるであろう』，というのが彼の考えである。
東方的な様相は，ここでは，サラエボにおける以上に維持されている。周辺
では，見事な葡萄，玉蜀黍，煙草が栽培されている。ここの煙草は，世界に
名高い。サラエボの煙草工場で，我々は，十分にそれを味わわせて貰った。
ある日の遠足で，我々は，ブナ川の源を訪れたが，それは，そそり立っ岩の
峡谷の下に，小さな流れとなって立ち現われた。壮麗な景色であった。峡谷
の入り口には，トルコの聖者の墓石があって，トルコの僧が守っていた。我々
の旅行団のなかの狩人たちのためには，ここで狩猟の楽しみが計画されてい
た。この水源には，全く灰色をした禿げ鷹が飛びかうということで，それら
の禿げ鷹はここに住み着いているのである。一匹の，屠殺された騒馬が（お
とりとして）置かれていて，我々は，トルコの聖者のテラスに数時間座って
いたが，禿げ鷹ば現われず，政府所有の騙馬は無駄に命を奪われたことになっ
た。そのあと，いわしゃこ狩りが催された。数時間が，果てしない岩々とが
れ場を越えての狩りで過ぎていった。私はこのようなことを，これまで一度
も経験したことはなかった。収穫は僅かであったが，非常に美味であること
がわかった。この地方への遠足で，私には，経済発展の大きな一歩は鉄道建
設である，ということが，すぐに明らかになった。一方で，この地方を横断
する，セルビアとモンテネグロとの国境にいたる狭軌の路線には，これと連
絡する路線は全くないし，他方で，ダルマチアやアドリア海へと連絡する路
線も全くない。
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　ヘルツェゴビナに数日間滞在したあと，ふたたび鉄道でヤブラニカまで戻
り，そこから車でプロツォールを通ってヤイツェ（Jajce）に到着した。こ
の途中で，我々は，小都市や村，とりわけ，農業と農場を近くから観察する
機会を得た。地方政府の，非常に事情に通じた官吏が，状況を説明し，通訳
をっとめてくれた。ボスニアの農民はクメット（Kmet）である。というこ
とはすなわち，ボスニアの農民は彼の土地の用益保有者（Nutzungs－
eigentttmer）であって，その収穫のうちから，通常三分の一（tretina）を
現物で上位所有権者（Obereigentifmer）に引き渡さなければならないので
ある。クメットはラーヤーであり，上位所有権者は通常イスラム教徒である。
私は，しばしば車を降りて，これらの人々の経済状態をっぶさに観察した。
この現物の引き渡しのなかに，占領地帯の農業と生産の大きな障害が存在し
ていることを見抜くには，社会情勢への特別の洞察など，全く必要としない。
純粋にスラブ的な光景にも，我々は遭遇した。ある村で，夕暮時に，一群の
男女が，ひとりの老いた歌い手のまわりに集まっていた。彼は，我々が受け
た説明によると，古いセルビアの英雄賛歌を歌い，グスラ（Guzla）という
楽器（一弦琴）をそれに合わせて奏でていたのである。ここに集まった人々
のなかで，おそらく誰も読み書きは出来ないのであろうが，この民族的な歌
謡を通して彼らの想像力は，英雄の姿で満たされている。これらの英雄は，
かって自由のためにトルコ人と戦ったのであった。
　ヤイッェは，絵のような，極あて美しい姿をした，滝の上にある都市であ
る。再度，我々は，政府のホテルではなはだ快適に過ごし，良いもてなしを
受けた。我々は，素晴らしい秋の一日を，プリバ湖で過ごしたが，ここには
飛び切り上等のかわますがいる。我々の次の目標は管区の中心都市トラブニー
クで，ここに我々は，高い峠を越えて，一日の旅行で到着した。我々は，古
いトルコのカナク（Kanaku，トルコの高官の邸宅）に滞在した。木の階段，
木の板を張った部屋，いたるところの広い空間，いずれもじゅうたんがふん
　36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（922）
　　　　　　　　「ベルンライター文書」をめぐる序論的考察
だんに敷き詰めてあり，壁にもじゅうたんがふんだんに掛けられている。こ
こトラブニークでは，まだまったくトルコ式の建築様式が優勢である。突き
出た屋根，張り出し，窓の配列や飾りは全体としてひとっの様式にまとまり，
その独特な美しい形は，大きな魅力となっている。
　ラシュヴァで，我々はふたたび，ブロードに連絡する鉄道路線にたどりっ
いた。帰路では，我々は，ゼニカ（Zenica）で途中下車しただけであった。
ゼニカに，カーライは刑務所を建設したが，それは，いわゆる進歩的システ
ムによって運営されているもので，これは，まったく現代的な方式である。
オーストリアには，我々は類似の施設をもっていない。囚人は三っの等級に
分けられている。独居房を適用するきびしい扱いの等級，囚人がすでにいく
らか行動の自由を有する第二の等級，そして，囚人が刑務所の外での労働に
充当される第三の等級がそれである。刑務所長は，経験を積んだ入物である
ように思われたが，彼は，私に，このシステムは良いものであることが証明
された，と語った。その主な理由として，彼は，この刑務所の住民が，平穏
のうちに，かっ注意深く指導されていて，従順であり，善良な人間になる可
能性をもっている，ということを挙げた。この施設のなかに，私は，宗教的
な同権化の一例をも見た。カーライは，このことを甚だ重視している。たっ
た一っの大広間は，三宗派全ての礼拝に用いられている。それは，カトリッ
クの祭壇と正教の祭壇と，そしてイスラム教徒のための祈祷用の壁のへこみ
を備えている。カーライが，この設備を，経費節約の配慮だけから作ったの
か，それとも，この建築の上での三宗派の合体が，三宗派をお互いにより寛
容にさせることを意図したものであるのかにっいては，私には一切情報は提
供されなかった。
　ブダペストに帰ってから，私は代議員会でボスニアについて発言する機会
を得た。私は，10月19日，かなり長い演説のなかでこの発言を行なった。私
は，この地方の農業の現状が維持不可能なものであり，この事実は，この地
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方をごく表面的にでも知るにいたった者には，誰にでもすぐわかるはずであ
る，と述べた。しかし，この地方の特殊事情に適合させられねばならない土
地負担の軽減（Grundentlastung）との関連で，私は，負債の問題が最も
重要であると述べた。『このボスニアはエジプトでない』，と私は述べた。さ
らに，私は次のように述べた。『このボスニアは無尽蔵の資源を有してはい
ない。この地方は，中ぐらいの生産力をもった地方であり，そこでは，住民
の勤勉さと知性が重要となるであろう。それだけ重要なのが住民の教育の可
能性，教育への熱意であり，後者は一般的にいえば現存している。ある思慮
深い教師は私に，学校に来る青年たちは，海綿と同じで，提供される知識や
教養を必死になって吸い込む，と語った』，と。この知性の試みを助けるの
が，住民の手の器用さである。トルコの支配の時代には，セルビア人，トル
コ人とイスラム教徒の，宗派別の学校がひとつだけあったのみであったが，
（オーストリア・ハンガリーの）占領以来，国立の学校もこれとならんでい
くつかは作られている。だが，1892年の今，この地方全体で，17，540人の
生徒が登録した228の学校があるにとどまる。住民の大部分は，学校教育を
受けることなしに成人する。次第に導入されっっある教育の義務化と，職業
や農業のための職業学校をとくに育成することは，私には第一に必要なこと
であると感じられた。（オーストリア・ハンガリーの）行政の在り方に対し
て，私は，私の演説のなかで，そのイニシアチヴや行政の原則の貫徹にっい
て，公平に扱っておいた。私は，行政の原則の大筋と，また，どこへ導かれ
るかを知っている官吏たちの献身ぶりとを正しいと認めるものである，と述
べた。私は，当時すでに，絶対に布設されなければならない鉄道路線，特に
ボスニアの西，ヤイツェとバーニャルーカ（Banjaluka）への連絡，ならび
に，これま・であれほどしばしば要求され話題にされたダルマチアのスパラト
（Spalato，いまのスプリートSplit）への路線のことを指摘していた。
　カーライが，討論のなかでボスニアを取り上げた何人もの演説に与えた答
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えから，当時すでに，彼の改革思想のある程度の停滞が生じていたことは，
はっきりと見て取ることが出来た。農業問題では，彼は，イスラム教徒のべ
クやアガ（Aga，イスラム教徒の地主）は，国家のなかで微妙な要素であり，
彼らの利益に反する土地負担の軽減は実行不可能であろう，ということに言
及した。クメットに関しては，彼は，突然の解放は，彼らを経済的に破滅さ
せ，彼らに，ベクの家父長的な保護を失わせるであろう，と主張した。この
家父長的な保護がどのようなものであるかにっいては，彼は語らなかった。
彼は，すべてのことを『発展する文化』（fortschreitende　Kultur）から期
待しており，土地負担の軽減のありうべき形態にっいては語ろうとせず，従っ
てこの点ではかたくなであった。自国語以外の学校にはまったく理解をもた
ないマジャール人が，教育問題で突出した発言をした。彼は，教育問題は単
なる金の問題だと言明した。彼によれば，適格な教師を見いだすのは困難で
あり，サラエボの教員養成施設からは，一年に12人か14人の教師が卒業す
るにとどまっている。このようなテンポでは，当然のことながら，教育制度
の発展は考えられない。彼はまた，セルビア族とかクロアチア族とかいうも
のはあるが，セルボクロアチア民族というものはなく，ボスニアにいるのは
ボスニア人だけだ，という自説にこだわり続けた。これは，ボスニアの民族
性に関する，彼の昔からの説であった。当時まだ，行政のなかに生き続けて
いた良き精神にもかかわらず，私には，当時すでに，カーライの統治がある
種の課題の前では停止していると感じられた。」（9）
　以上の史料は，ベルンライターが，ボスニア地方への彼にとって最初の，
1892年に行なわれた視察旅行の印象を書き残したものである。それは，短
い滞在ではあったが，彼が，持ち前の鋭い感受性と，旺盛な情報収集活動に
よって知り得た，ボスニア地方の，1892年当時の実情を記録した日記の一
節である。1878年のベルリン会議の結果，その行政管理権がオーストリア・
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ハンガリーに委任されるにいたったボスニア地方についての，オーストリア
の高官であると同時に，高度の知性を身にっけた知識人でもある人物の残し
た記録として，興味深いものがある。
　この史料にしばしば登場するカーライ（Benjamin　von　Kallay，1839－
1903）は，1882年から彼の没年まで，オーストリア・ハンガリーの蔵相で
あった（1°）。蔵相（Finanzminister）と外相及び陸相は，オーストリアとハ
ンガリーとを管轄する例外的な職種であった。例えば首相は，オーストリア
とハンガリーでは別々の人物が就任し，そのほかの大臣職も同様であった。
彼は，ボスニア・ヘルツェゴビナ両州の総督として，その統治が高く評価さ
れている人物であるが，ベルンライターは，彼の両州統治に，かなり懐疑的
な判断を示していることが，この史料からはっきりとうかがわれる。もちろ
ん，刑務所の改善などにっいては，高い評価を惜しんではいないが，たった
一っの大広間が，三宗派全ての礼拝に用いられていることにっいての書き方
は，皮肉をまじえたものであるようにも感じられる。少なくとも，この史料
に見るかぎり，カトリック教徒，スラブ正教徒，イスラム教徒の三宗派のあ
いだの関係は良好であり，ボスニアのかかえる難問は，宗教問題ではない。
司令官のアッペル（Appel）将軍が，極めて客あしらいが良く，荘重な晩餐
を提供し，そこには，三宗派全部の有力者たちが招待されていた，などとい
う記述からも，三宗派間の友好的な関係が垣間見られる。宗教問題ではなく，
農業問題と土地所有関係，教育問題などに，ベルンライターは，ボスニアの
かかえる難問を見ていることが，この史料からうかがえる。
　この史料のなかで，とりわけ印象的なのは，文字がおそらく読めないセル
ビア人たちが，セルビアの英雄の叙事詩に耳をかたむけている光景を描いた
一節である。セルビア人の祖先たちの王国は，ネマーニャ朝の支配したセル
ビア王国であり，ステファン・ネマーニャのもとでセルビアの独立を達成し
たあと，一四世紀に，ステファン・ドユシャン（在位133H355年）のもと
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で最盛期を迎えた。しかし，彼の死後，セルビア王国は急速に衰え，1389
年のコソボの戦いでトルコ軍に破れ，1459年には，セルビアはオスマン帝
国の支配下に入り，やがてボスニアとヘルッェゴビナも，モンテネグロとと
もにオスマン帝国の支配下に入った（11）。オスマン帝国からハプスブルク帝国
の占領管理のもとに移されたヘルツェゴビナで，ベルンライターは，セルビ
アの英雄を偲ぶ人々の姿に接したのであった。
第3章　ベルンライターとオーストリア内部の「好戦派」
　ベルンライターはオーストリア・ハンガリー二重王国のバルカン政策に対
して，強くこれを批判する態度をとっていた。彼は特に，第一次世界大戦前
の二重王国の軍部や外交官筋の特定の人々のあいだに支配的であった，セル
ビアとの戦争は不可避であり，南スラブ問題を二重王国に有利なかたちで最
終的に解決するためには，オーストリアは，この戦争を，可能なかぎり早急
に開始しなければならない，という見解を激しく攻撃していた。このような
見解は，オーストリア内部の「好戦派」（Kriegspartei）と形容されうる人々
に共通のものであった。この「好戦派」を代表する人物は，1912年から
1917年まで，二重王国共通の陸相をっとめた男爵アレクサンダー・フォン・
クロバーティン（Alexander　Freiherr　von　Krobatin）と，1906年から1911
年までと，1912年から1917年までのあいだ陸軍参謀総長フランッ・コンラー
ト・フォン・ヘッッェンドルフ（Franz　Freiherr　Conrad　von　H6tzendorf）
であった。従って，ベルンライターは，これらの人々を，日記のなかで罵倒
していたし，のちに1916年12月から1918年4月まで二重王国共通の外相
をっとめることになる伯爵オットカール・チェルニン（Ottokar　Graf
Czernin）に対しても，きわめて批判的な態度を示している。
　1912年11月29日の日記に，ベルンライターは次のように，彼の「好戦
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派」批判を記している。
　「昨日，レードリッヒ教授はささやかな朝食会を催した。出席していたの
は，私のほかにフランケンシュタイン男爵夫人（Baronin　Franckenstein），
外務省のホヨス伯爵（Alexander　Graf　Hoyos），クルメツキイ・ジュニア
（Chlumecky　junior），パウル・シュルッ（Paul　Schulz）であった。フラ
ンケンシュタイン夫人は，すぐに，高い調子で戦争の賛美，試練が必要なこ
と，等を話し始めた。客人たちがひととおり話し終わったあとで，私は
『我々にとって戦争は，いったいどのような目的をもっているのか』という
質問を出して答えを迫った。これに対しては，決まり切った答えが出る。っ
まり，戦争が勝利に終わったあとで，セルビアの併合，三元主義（の実
現），ハンガリーに対する関係の改善ができる，という訳である。同じよう
な質問と答えが，夜，クラブでも，カール・シュヴァルツェンベルク（Karl
Schwarzenberg），チェルニン，　ラトゥール　（Vinzenz　Graf　Baillet　de
Latour），ノスティッッ（Erwein　Graf　Nostitz－Reineck）と（私と）のあ
いだで繰り返された。しかしながら，そこには貴族も大土地所有も存在しな
い，徹底して民主主義的な（セルビア）民族と，その源泉は革命であり，数
十年来自由に行動し，今やその勢力拡大を求めての勝利に輝く戦争のさなか
にある（セルビア）国家を，古くさいオーストリアに併合する作業に，どの
ようにして着手したらよいのか，という問題には，頭を悩ます者は誰もいな
いのである。」（且2）
　陸相クロバーティンとの，1913年1月30日に行なわれた，もっと長時間
にわたった話し合いについて，ベルンライターは日記に次のように記した。
　「私は昨日，（クレディット・アンシュタルト銀行の）頭取シュッピッツミュ
ラー（Alexander　von　SpitzmUller）が催した晩餐会で，陸相クロバーティ
ンのとなりに座った。彼を私は，ずっと以前から知っており，彼は，きわめ
て打ち解けて私と話した。彼の言うには，戦争は対外的ならびに国内的な理
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由からして，ひとっの必然である。陸相は，私のオーストリア・ハンガリー
代議員会委員としての演説から，南スラブ問題への関心を喚起されたが，彼
は，我々はセルビアを併合しなければならず，それは早ければ早いほど良い
のである，と語った。彼は，セルビアとの戦争が，必然的にロシアとの戦争
を結果としてもたらす，とは確信していないようである。しかし，結局のと
ころ，このことの確率が極めて高いことを認めた。彼は，おおまかな作戦計
画を展開してみせた。……ドイッについては，彼は確信をもっていない。……
フランスとイギリスの介入があるとは，彼は信じない。……『我々が，もし
セルビアを征服した場合には，いったいどうしたらよいのか？』，という私
の問いには，在りきたりの答えがかえってきた。そうなれば，第三の国家の
部分が形成され，王国の全体が作り替えられなければならない。通常のやり
かたでは，それは出来ないが，セルビアの併合は，二元主義の，もはや持ち
こたえられない形態を爆破するであろう。……戦争は，陸軍を再生させるで
あろう。陸軍の現状はどうしようもない，と陸相は言う……従って，あらゆ
る点に関して，試練の説が展開された。これらすべての事柄は，クロバーティ
ンによって，はなはだ確信をもって開陳されたので，彼が，どれほどしばし
ば，同じことをこれまでに繰り返して語ったかがわかる。」㈹
　ベルンライターは，日記に記録を書き続ける。
　「陸相の見解をそのまま山彦のように繰り返すのは，当然のことながら，
彼の官房長のボオク（Adolf　von　Boog）大佐である。彼は，全く同じこと
を言う。あらゆる点に関して，皇帝がハンガリー憲法に対して誓約を成し遂
げたことを考慮にいれる必要はないのか，と私が質問すると，彼はあっさり
と，『それはセンチメンタリズムだ』，と答えた。
　食事のあとで，私は，蔵相ッァレスキ（Wenzel　Graf　Zaleski）に，貴方
は歴史の審判に耐えられるのか，貴方は国家の財政状態と戦争のもたらす財
政上の結果に責任を負うことが出来るのか，と質問した。これに対して彼は，
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それは大丈夫だ，と答えた。鉄道相フォルスター（Zdenko　Freiherr　von
Forster）もやはり好戦的であったが，そのもたらす結果を考えてしりごみ
してしまった……わが国の政府の要人たちは，南冬ラブの民族の魂のなかで
生起している事柄にっいて，何もわかっていない。これらの問題を，セルビ
ア国家を根絶し，完全な独立に馴染んだ国民をオーストリアの帝国代議員会
のなかに追い込むことのよって除去してしまおうとしているのだ！。今日
（1913年1月31日），私は，この，クロバーティンと交わした会話をマック
ス・フユルステンベルクに伝えてやった。彼は，ヤーゴー（Jagow）から，
ベルヒトールト（Berchtold）の意向を探るように，とたのまれている。ベ
ルリンでは次のような噂があり，その噂は，特に数日前にウィーンに派遣さ
れたある高級将校によって確かめられている，とヤーゴーはフユルステンベ
ルクに伝えた，ということだ。その噂というのは，ウィーンの好戦派は，戦
争を欲しており，もっと気候の良好な季節が到来したら，すぐに攻撃を開始
するように，一切の準備を整えている，というものである。ベルリンでは，
同盟国としての信義はあるが，それにもかかわらず，オーストリアのセルビ
アに関する計画の故に世界戦争を開始するっもりはないから，という訳で不
安を持っている。フユルステンベルクは，ベルヒトールトに，彼がこの問題
に対してどのような態度を取っているのかを質問することを委嘱されていた。
私の話の中身から，フユルステンベルクは，ベルリンでの危惧のひとっの裏
付けを見いだした。」（14）
　1913年2月5日，ベルンライターは，日記に次のように記した。
　「昨日，エドユアルト・リヒテンシュタイン公爵（Eduard　Prinz　Liech－
tenstein）が私にこう語った。彼は，コンラート・フォン・ヘッッェンドル
フとあるパーティで一緒になったが，コンラートは，クロバーティンと全く
同じ趣旨のことを述べた，と。私は今日，ベルヒトールトの許におもむいた
が，その目的は，彼（外務省）の新聞局（PressebUro）が，彼の公表され
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ている平和愛好の念と全く逆行して，戦争への不安を撒き散らしている事実
に対して，彼の注意を促すためであった。……ベルヒトールトは，これら全
ての事柄に，彼のノンシャランな流儀で，あいまいな言い方で答えた。更に
これに加えて私は，高位の将軍たちが，戦争，セルビア分割，ハンガリーの
国家体制の崩壊を語る，というのは放置出来る事態ではない，と彼に非難を
加えた。」㈹
　すでに1912年12月16日に，ベルンライターは，外相レオポルト・ベル
ヒトールトに「彼（ベルヒトールト）が，「好戦派』，とりわけ『ライヒスポ
スト』紙，クロバーティン，コンラート等の奇妙な論理に対して，どのよう
な態度をとっているのか」という問いを突き付けている。この論理というの
は，「戦争からオーストリア＝ハンガリーの，中央集権化された連邦主義へ
の転換が生ずるはずであり，戦闘での勝利の跳ね返りの効果による内的諸困
難の克服がなされる，といった，この種のきまり文句であった。」ベルンラ
イターは，ベルヒトールトが，12月に，セルビアの首相パシッチの訪問を
拒絶したことを，はなはだ残念であるとしている（16）。
　のちに，戦時中の外相に就任することになるチェルニンも，ベルンライター
によれば，大戦前の当時は「好戦派」と同じような見解を代弁していた。ベ
ルンライターは，日記に次のように記している。「人々は，まさしく常に，
我々のセルビアに対する関係は，敵対的なものでなければならない，という
前提から議論を始める。ありうべき戦争に対する私の警告に，チェルニンは，
明らかにフランッ・フェルディナントの周辺に源を発している議論で立ち向
かってきた。チェルニンがいうには，兵士たちは，いずれにせよ進軍するで
あろう。ドイッは我々と共にある。我々が戦場で勝利を収めるならば，周辺
の空気は我々に味方するようになるであろう。むしろ今が良い。なぜならば，
あとで強制されて，はるかに不利な瞬間に戦争に突入するよりも，情勢は今
のほうが有利だからである。彼は，このことがヴァー・バンク・シュピーレ
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ン（一かばちかの賭けVa－banque－Spielen）に他ならないことは認めたが，
しかし，いつの戦争だってそうなのだ，と言い返した。」（17）
　陸軍参謀総長コンラート・フォン・ヘッッェンドルフこそ，ベルンライター
から見ると，ヨーロッパの国際政治にっいて，まったく何の理解もたない人
物であった（18）。
　これは，すべて，1912年10月から1913年5月にかけての，第一次バル
カン戦争の時期のことであり，この戦争は，ウィーンとベルグラードとの関
係を極めて悪化させたのであった。
　「好戦派」とは反対に，ベルンライターは，セルビアとの戦争による対決
には，まったく賛成出来なかった。なぜならば，彼の考えでは，オーストリ
ア＝ハンガリーとセルビアとの間に戦争が起これば，彼のお気にいりの理念
であった，オーストリア＝ハンガリーとすべてのバルカン諸国との関税同盟
を，実現不可能にするに違いないからであった。もっとも，彼は，すでに
1913年7月には，「政治的諸前提は，バルカン諸国との，特にセルビァとの
関税同盟を成立させる方向には向かっていない」という事実を，遺憾の気持
ちとともに認めざるをえなくなる㈹。いずれにしても，彼は，近接目標とし
て，彼の構想した関税同盟の方向での実質的な通商条約を考えていた。彼に
よれば，この通商条約は，「特定の商品に対して特殊な関税率を維持するこ
とが場合によっては可能であり，これらの商品は，関税率表のなかに，第三
者がこの関税率を利用出来ないように記されていなければならない」（2°）とい
う性格のものであった。
　ベルンライターは，従って，オーストリア＝ハンガリーによる，バルカン
諸国への，一種の「平和的浸透」をめざしていたことになる。1915年にな
ると，彼は，オーストリア＝ハンガリーとバルカン諸国との間の関税同盟の
理念を再び取り上げることになる。それを包み込むものこそ，ベルンライター
の「中欧」同盟計画であった（21）。
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　ベルンライターは，すでに第一次世界大戦勃発前の時期から，旺盛な情報
収集活動を私人としてしきりに試みていた。彼の足跡は，ベルリン，ローマ，
ブダペスト，サラエボ，ベオグラードなどに及んだ。彼は，ゆく先々で，ヴィ
ルヘルム2世，ドイッ宰相ベートマン＝＝ホルヴェーク，バイエルン首相ヘル
トリンク，イタリア外相サン・ジュリアーノ，ハンガリー首相アレクサンダー・
ヴェケルレなどと突っ込んだ話し合いをして，その話し合いの内容を，帰国
後，ウィーンの外務省に報告している。しかし，彼のこのような活動に対す
る外務省筋の反応は冷たいばかりでなく，しばしば反感をむきだしにしたも
のであった。彼は，日記に次のように記している。
　「国家の繁栄に対する私欲を交えない関心は，まだ，ツンフト的な外交筋
の外側にも生き続けている。このような，自由な活力を，他の国家では，もっ
とも徹底的に，そして，もっとも有益なかたちで活用している。わが国では，
このような人々を励まし，彼らに耳を傾け，それぞれの資質に応じて活用す
るという努力は全く為されていない。いかにしばしば，私は，そこで多くの
ことを見たり聞いたりした旅行から帰ってから，バルハウスプラッツ（オー
ストリア・ハンガリーの外務省の所在地）で，あの，冷たい，えらそうな無
関心をもってあしらわれたことか。この無関心は，しかし，極めてしばしば，
無知に過ぎないのであり，それは，最初から，あらゆる立ち入った報告をし
ようとする試みをなえさせてしまう。『ベルンライターは，ベルグラードで
何か探すことがあるのか』，というエーレンタール（外相）の言い方は，こ
の種の扱いと同じものである。」（22）
　このような絶望感にさいなまれながらも，ベルンライターは，第一次世界
大戦勃発とともに，とりわけ，戦争目的ならびに戦後構想としての「中欧」
構想をめぐって，活発な情報収集と意見交換，そして計画立案とそれをめぐ
る討論に多くの努力を傾注する。この主題にっいては，稿を改めて論じた
いo（as）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）　ベルンライターの生涯と足跡については，次の文献を参照した。Inventare
　　b’sterreichischer／1　rchive　V．，　lnventare（ies　Wiener　Haus－，　HoLf－und　Staatsαr－
　　chivs，　Bd．7，　S．409．ならびにJoseph　M．　Baernreither，　Fragmente　eines
　　Politischen　Tagebuches’　Die　stidslαwische　Frage　und　Osterreich－Ungαm　vor
　　dem　VVeltkn’eg，　Herausgegeben　und　eingeleitet　von　Joseph　Redlich（Berlin，
　　　1928），S．11ff．（Joseph　M．　Baernreither：Eine　biographische　Skizze　von
　　Joseph　Redlich．）以下ではBaernreither，　Fragmenteとして引用する。
（2）　VgL“Mitglieder　der　Verfassungspartei　des　Herrenhauses，　Oktober　1907”
　　　in：NachlaB　Baemreither（Karton　29）．ここには65人のメンバーの名前が記
　　　されている。
（3）　Robert　A．　Kann，“Erzherzog　Franz　Ferdinand　und　die　6sterreichischen
　　　Deutschen：Dokumente　aus　den　Nachlassen　Erzherzog　Franz　Ferdinand，
　　　Baernreither　und　Schiessl”，　in：Mitteilungen　des　Osterreichischen　Staatsαr－
　　chivs，　Bd．13，1960，　S．398．
（4）　Inventare　des　VViener　Haus－，　Hof－und　Staatsarchivs，　Bd．7，　S．410．
（5）Joseph　M．　Baernreither，1）er　Verfall　des　Habsburgerreiches　und　die
　　Deutschen’Frag7nente　eines　politischen　Tagebuches　1897－191　7，　Heraus－
　　　gegeben　von　Oskar　Mitis（Wien，1939），　S．262－290．これらの史料は，現在，
　　　ベルンライター文書の次の函（カルトン）に収められている。NachlaB
　　Baernreither，　Karton　11，　Bd．8：“Winter　1917”．この函に収められた他の巻も，
　　　いずれもベルンライターが回顧録執筆のためにのこした原稿の一部であり，主
　　題別，年代順に整理されている。各巻の表題は次の通りである。
　　　　Bd．1：“Badeni　nach　den　Neuwahlen”，　Bd．2；　“Das　Ministerium　Thun　bis　zu
　　meinem　Austritte”，　Bd．3：“Die　Herbstsession　l898　und　meine　Berliner
　　Reise”，　Bd．4：“Koerber　nach　den　Neuwahlen　bis　zu　seinem　Ende”，　Nd．5：“C．
　　P．　O．”，Bd，6：“Wahlreform”．第7巻は見当らない。
（6）　Kann，　a．’a．　O．，　S．398，　Anm．7．
（7）　日記の実物は，第一次世界大戦関連の部分は，次の各巻が次の函（カルトン）
　　　にそれぞれ収められている。
　　　　Karton　6：
　　Bd．12，2L　7．1913－6，5．正914
　　Bd，13，15．5．1914－7．11．1914
　　Bd．14，8．11．1914－8．5．1915
　　Bd．15，10．5．1915－25．3．1916
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　　Bd，16，2．4．1916－11．10．1916
　　　Karton　7：
　　Bd．17，　Nov．1916－25．5．1917
　　Bd．18，28．5．1917－21．2．1918
　　Bd．正9，3．3．1918－7．11．1918
（8）　J．M．　Baernreither，　English」A　ssociations　of　VVorking　Men，　English　Edition
　　（Enlarged　and　Revised　by　the　Author），Translated　by　Alice　Taylor．　With
　　a　Preface　by　J．　M．　Ludlow，　Chief　Registratar　of　Friendly　SQcieties（London，
　　1889），Republished　by　Gale　Research　Company，　Book　Tower，（Detroit，
　　1966）．
（9）　Baernreither，　Frαgmente，　S．49－55．
（10）　Ebenda，　S，340．
（11）　矢田俊隆編「東欧史（新版）』山川出版社，1977年，96－98頁。
（12）　Baernreither，　Fragmente，　S．178f．　Vgl．　Schiclesalsl’ahre　OsrtetTeichs　1908－
　　1919：Das　Politische　Tagebuch／os④f　1～edlichs，　bearbeitet　von　Fritz　Fellner，
　　Bd．1．（Graz／K61n，1953），　S．182．オーストリア・ハンガリーの政治家たちの
　　多くにっいての生没年，職歴などは同書第2巻（1954年）巻末の人名索引か
　　ら得た。
（13）　Baernreither，　Fragmente，　S．195f．皇帝フランッ・ヨーゼフ1世は，陸相ク
　　ロバーティンのこの発言を耳にした時，クロバーティンを認責した。Baern－
　　reither，　Fragmente，　S．204．
（14）　A．a．0．，　S．196f．
（15）　A．a．　O．，　S．201．
（16）　A．a．　O．，　S，181ff．
（17）　A．　a．0．，S，176．チェルニンは帝位継承者フランッ・フェルディナントのお
　　覚えがめでたかった。A，　a。　O．　s．221f．
（18）　A．a．0．，　S．189．
（19）A．a．0．，S．240．ヨーゼフ・レードリッヒが，自分の日記に記しているとこ
　　ろによれば，ベルンライターは，セルビアのオーストリア・ハンガリーとの関
　　税同盟への明確な加盟を条件として，セルビアによるサンジャク併合を認めよ
　　う，という思い付きを，フランクフルト新聞のウイーン特派員フーゴー・ガン
　　ッ（Hugo　Ganz）を使って広めようとした。　Schicksalsl’ahre　Osrterreichs，　Bd．
　　1，S．162．
（20）　Baernreither，　Fragmente，　S．240f．
（21）　ベルンライターの「中欧」同盟計画は，ベルンライターのフユルステンベル
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　　ク宛の，1915年11月20日付けの手紙に簡潔に述べられている。Tagebuch
　　Baernreithers，　Bd．15，　S．73ff．（NachlaB　Baernreither，　Karton　6．）
（22）　Baernreither，　Fragmente，　S．213．
（23）　本稿は，以下の筆者の論文全五章のうち，最初の二章（S．359－366）を邦訳
　　したものを基礎として，これに大幅な加筆を施したものである。Masaki
　　Miyake，“J．　M．　Baernreither　und‘Mitteleuropa’：Eine　Studie　Uber　den
　　NachlaB　Baernreither”，　in：Mitteilungen　des　Osterreichischen　Staatsarchivs，
　　Herausgegeben　von　der　Generaldirektion，17／18．　Band，1964／65，（Wien，
　　1965），S．359－398．
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